
参考資料5  

社会保障国民会議における検討に資するために行う  
医療一介護費用のシュミレーション（抜粋）   



医療・介護サービスの需要と供給（一日当たり利用者数等）のシミュレーション  

総括図  大胆な仮定をおいた平成37（2025）年時点のシミュレーションである  

一般病床を機能分化（Bl，B2シナリオは2分割、B3シナリオは3分割）。急性期の医療資源を  

集中投入し亜急性期一回復期との連携を強化。在院日数は減少。  

医療病床の医療必要度の低い需要は介護施設で受け止める。さらに在宅医療、居住系・在  

宅介護等の提供体制を強化することにより居住系・在宅サービスを強化。  

現状及び現状固定の推計によ  
る2025年の需要の伸びを単純  

においた場合  

※上記に重複して外来や在宅医療受療者が2025年には1日当たり600万人あまりいる。  ※一般病床及び療養病床に有床診療所含む。   



（「入院中心」→「在宅・訪問診療等の強化による地域での療養中心」といった方向性のイメージ）  

J】   



改革のイメージ［必要医療・介護を確保し、質の高い効率的なサービス実現］  
※数字はB2シナリオ  

《 入院一入所 》  《 自宅＝住み慣れた場所 》   

人員増で  

質の青い   

ケア  



（2）入院・施設・居住系サービス基盤（利用者を支えるベッド数定員数等）のシミュレーション  

現状（2007年）   2025年  

Aシナリオ  
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長期療養（医療療養）   23万床   39万床   21万床   23万床   23万床  

93％   93％   98％   98％   98％   

介護施設   
84万人分   169万人分   146万人分   149万人分   149万人分   

特養   42万人分   85万人分   76万人分   78万人分   

老健  
78万人分  

42万人分  83万人分   70万人分   72万人分   72万人分   

（老健＋介護療養）  

居住系   25万人分   47万人分   68万人分   68万人分   68万人分   

特定施設   11万人分   22万人分   33万人分   33万人分   33万人分   

グループホーム   13万人分   25万人分   35万人分   35万人分   35万人分   

Jゝ  

（注）各欄数字については、上段はベッド数など整備数、中段はその平均稼働率、下段は平均在院日臥その下に、人員配置を強化する場合の内容を記  

載。   



（3）マンパワーの必要量のシミュレーション  

現状（2007年）   2025年  

Aシナリオ  B2シナリオ   B3シナリオ   

医師   27．5万人   32．9万人   31．7万人   32．1万人   32．7万人  
～ 34．3万人  ～ 33．1万人  ～ 33．5万人  ～ 34．1万人   

看護職員   132．2万人   169．6万人   179．7万人   194．7万人   198．0万人  
～176．7万人  ～187．2万人  ～ 202．9万人  ～ 206．4万人   

介護職員   117．2万人   211．7万人   250．1万人   255．2万人   255．2万人   

医療その他職員   78．1万人   83．4万人   94．5万人   108．1万人   109．6万人  

～ 87．6万人   ～ 99．1万人  ～113．5万人  ～115．1万人   

介護その他職員   30．0万人   53．5万人   71． 73．6万人   73．6万人   

合計   385．0万人   551．1万人   627．8万人   663．7万人   669．1万人  
～ 563．8万人  ′〉 641．3万人  ～ 678．7万人  ～ 684．4万人   

（注1）実数の見込みを示したものである。  
（注2）医師・看護職員t医療その他職員の非常勤の割合については、現行から変動する可能性があるので、5％程度幅のある推計値となっている。  
（注3）医師及び看護職員については、病棟については病床当たりの職員配置を基本に配置増を織り込んで推計し、外来については患者数の伸び  

に比例させて推計した。また、在宅の看取りケアの体制強化を一定程度見込んだ。さらに、急性期や亜急性期・回復期等の病床に勤務する医  
師及び看護職員については、役割分担による負担軽減を見込んでいる。医師については、他の職種との役割分担により、Blシナリオでは10  
％、B2・B3シナリオでは20％業務量が減ることを見込んだ（平成19年度厚生労働科学研究「質効率向上と職業聞達携を目指した病棟マネジ  

メントの研究」を踏まえて計算）。看護職具については、医師の業務を分担する分と、他の職員に分担してもらう分とが相殺すると仮定した。  
（注4）介護職員は施設・居住系については利用者数の伸びを、在宅については利用鐘の伸びにより推計。Bシナリオでは施設のユニット化推進に  

よる職員増を見込むとともに、訪問介護員については非正社員（1月の労働時間61．7時間）が介護職員の非正社員（1月の労働時間120．9時  
間）並みに勤務すると仮定して推計している。（（財）介護労働安定センター「平成19年度介護労働実態調査」による。）  

（注5）医療その他職員には、病院・診療所に勤務する薬剤師、OT，PTなどのコメディカル職種、看護補助者、事務職員等が含まれる。  
（注6）介護その他職員には、介護支援専門員、相談員、OT．PTなどのコメディカル職種等が含まれる。   



（参考）各改革シナリオにおける主な充実要素、効率化・重点化要素  

2025年  

・急性期医療の職員58％増、   ・急性期医療の職員100％増  ・高度急性116％増／約2．1倍  
（医療資源の集中投入等）   単価約1．5倍   単価約1．8倍   ・一般急性 的％増／約1．6倍  

（増加率や倍率は  現状及びAシナリオの一般病床  、比でみた場合）  

在宅医療・在宅介護の推進等   ー居住系・在宅介護利用者   一 居住系暮在宅介護利用者   

（施設から在宅・地域へ）   約37万人／日増加   約43万人／日増加  （同 左）  

（増加数は、A～  ナリオの居住系・在宅介護利用  数に対する数）  

充実   ノ  認知症への対応   ・グループホーム、小規模多機  
能施設の充実約95万人／日  （同 左）   （同 左）  

（Aシナリオでは25＋数万人／日）  

医療・介護従事者数の増加   ・全体七皇007年の1．占ニノ1．7  （同左）  
倍程度  

（Aシナリ   

その他各サービスにおける充実、   ・介護施設におけるユニットケアの普及、在宅介護サービス利用量の増大、訪問診療の拡充等各種  
サービス間の連携強化など   サービスの充実  

・各医療機関や介護サービス等の機能別ヒ・強化、在宅医療・在宅介護の推進等のため各サービス                                 ー ヽ  
間の連携強化 など   

急性期医療の改革   ・急性期：平均在院日数10日   ・高度急性：16日／26万床  

（平均在院日数の短縮等）   病床数67万床  ・一般急性：9日〟9万床  
・亜急性期「回復期等：75日   ■亜急性期■回復期等：60日   ・亜急性期・回復期等：  

J好朝野・棚仁伴い  52万床   44万床   60日／40万床  

居着のQO⊥首席上   （Aシナリオの一般病床では、  平均在院日数20．3日［急性15．5   
一般急性13．4日）、亜急性   

在宅医療・在宅介護の推進等   ・入院・介護施設入所者   ・入院・介護施設入所者   ・入院・介護施設入所者  

効率化  
（施設から在宅・地域へ）   約38万人／日減少   約50万人／日減少   約49万人／日減少   

・重点化  （減少数は  Aシナリオの入院・介護施設利用  数に対する数）  

予防（生活習慣病・介護）   ・生活習慣病予防により外来患  

者数約32万人／日減少  （同 左）   （同・左）  
（対Aシナリオ）  

医薬品■医療機器に関する効率化等   ・伸び率として、2012年まで  

△0．3％、その後△0．1％程度  （同 左）   （同 左）  
（伸び率ケース①の場合）  

医師・看護師等の役割分担の見直し   ・病院医師の業務量△10％   ■病院医師の業務量△20％   （同 左）  




